
1.研究目的

　エコには、エコロジー・生態学という意味があ

る。エコロジーの本来の意味を改めて考え直し人

と自然の共存を目指し、またその方法を探る。

　今回の研究では、間伐材の有効利用について取

り上げ、そこからエコを考え、道具として有効な

ものを提案する。

2.調査と分析

　国産間伐材について、目的・現状・既存の利用

方法を調査した。

　間伐とは、林木を健全に成長させるため、育ち

の悪い木などを伐採することをいう。

　現状としては、日本の人工林はどこの地域にも

存在する。また、その人工林のほとんどが杉と檜

である。しかし、木材の約8割を輸入に頼っている

ため、森は放置され荒れている。また、安い外国

産の木材に押され、国産の木材に需要がなく費用

が捻出できないため間伐することもできない。ま

た、せっかく間伐したとしてもそれらを持って山

から下りられないなどということが問題になって

いる。

　現状の利用法として利用されているもの

・素材として…丸太、板材、角材、チップ、お　

　がくず（かんなくず）、粉、など。

・上記のものを利用して…ログハウス、家具、集

　成材（MDF）、歩道などの舗装材、猫の砂、紙、

　食器、など。

・檜など木材には殺菌・消臭効果などの特性があ

　り人の健康に良いため芳香剤として利用されて

　いる。

3.コンセプトの立案

　「人に優しく,健康的な子供の道具」

　エコという観点から間伐材の檜の殺菌・消臭効

果などの特性を利用した健康に配慮した（化学物

質の含まれているものを使わないなどの）子供の

ためのおもちゃを提案する。

4.デザイン展開

　はじめに、材料の特性や質を理解するために成

型実験を繰り返し行った。素材の形状は成形の自

由度を優先し木の粉と設定した。材料となる木の

粉と水と接着剤の比率、粒状・粉状などの木の粉

の大きさを変えて成型実験を繰り返した。

　この実験で粒が小さくなればなるほど成形の自

由度が高いことがわかった。（図１）

　この成型実験を踏まえて、ボールを型にして半

分のものを２つ作った。それらを接着して１つの

ボールにし、中に音が出るものを入れ、赤ちゃん

がぐずったときや遊びに使用できるラトルのよう

なものを２案考えた。（図２）

そして表面には木の粉が散らないように健康に害

のない塗料を含浸させた。

5.完成図

6.結論

　保育園の先生からは、かわいい、質感が思った

よりやわらかく軽い、子供が舐めたりなどしても

安全そう、などと好評をいただいた。

　焼きゴテで目などを焼いたことで表情がはっき

りし、かわいらしくできたと思う。形や表情など

もっとたくさんの表現方法を探せたらよかった。
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音源を鈴にして、優しい音が出るようにした。

焼きゴテにて目や口の表情をはっきりさせた。

木質でやわらかい手触りになった。


